
出土した遺物で瓦
かわら

に次いで多い
のが、江戸時代の焼きもの（陶
磁器・土器）。割れた破片の接
合はジグソーパズルのようです
が、全てのピースが揃

そろ

っていな
いことが多いから、難しい…

色絵金銀彩山水文皿
肥前 (有田 )産　　径 22cm
1650 年代後半～ 1670 年代
金・銀・赤で上

うわ

絵
え

付
つけ

を施
ほどこ

した、国産の色絵磁器で
はかなり古い段階のもの。のちの「柿

か き え も ん

右衛門」
様式と呼ばれる製品に連なる優

ゆう

品
ひん

です。
富裕な町人層が所有していたのでしょうか？

*1：　整理作業は、東京都埋蔵文化財センター大塚分室にて行っています。

2017 年（平成 29 年）６月１日　（公財 ) 東京都スポーツ文化事業団 東京都埋蔵文化財センター

　江戸東京博物館では、近年発掘され特に注目された出土品を集めた
企画展「発掘された日本列島 2017」を開催します。これにあわせて、
地域展「‟ 速報” 四谷一丁目遺跡 ― 麹

こうじ

生産にみる江戸・東京―」を
行うことになりました！　まだ遺跡の整理作業は始まったばかりです

‐ 江戸東京博物館で展示を行います！ ‐

●ただいま、遺
い

物
ぶつ

接
せつ

合
ごう

中！*1

ので、すべての成果を紹介できませ
んが、四谷の町屋跡を特徴づける
「麹
こうじ

室
むろ

」を中心に江戸・東京の麹づ
くりの一

いっ

端
たん

を取り上げます。

【会期】６月３日 ( 土 ) ～ 7 月 23 日 ( 日 )
【会場】東京都江戸東京博物館


